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参考資料  時代の潮流と山梨県の現状 

 

１ グローバル化の進展 

（１）世界の GDP 成長率 

・ 新興国・途上国の成長率：4.8％ 

・ 先進国の成長率：2.3％ 

・ 特にアジアの国々の成長率が高い。 

中国  6.9％ 

インド  6.7％ 

ASEAN5  5.3％ 

 

   出典：ＩＭＦ統計資料 

 

（２）世界の貿易量伸び率と実質 GDP 伸び率の比較 

・ 世界の財貿易の伸びは、実質 GDP 成長率をおよそ 1.5 倍上回るペースで拡大。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：ＷＴＯ資料    
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（３）国内総生産と県内総生産の比較 

・ 国内総生産に比べ、山梨県の県内総生産は低い水準に留まっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：県民経済計算（内閣府）    

（４）在留外国人の推移 

・ 全国の増加率と比べ、山梨県の増加率は低い傾向。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：在留外国人数（法務省）    
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（５）訪日外客数の推移 

・ 2012 年以降、増加傾向を堅持。 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：在留外国人数（法務省）    

（６）山梨県の観光入込客数と観光消費額の推移 

・ 平成 30 年の観光入込客数は 3,769 万人と前年から 17.2％増加。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：H30 山梨県観光入込客統計調査 
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（７）圏域別観光入込客数 

・ 富士・東部県域が最も多く、全体の 49.1％を占めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：H30 山梨県観光入込客統計調査     

 

（８）訪日外国人の１人１回当たり旅行消費単価／１泊当たり旅行消費単価 

・ 1 回あたりの消費単価は、他の都道府県に比べて低い傾向。 

・ 1 泊あたりの消費単価は、平均と同程度。 

 

出典：H30 訪日外国人消費動向調査 
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２ 第 4次産業革命と新たな社会経済システム 

（１）世界の IoT デバイスの数の推移及び予測 

・ 全ての IoT デバイスにおいて、 

増加しており、今後も増加見込み。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）産業別付加価値額の状況 

・ 製造業、複合サービス、宿泊業、農林業などで全国に比べて比率が高い。 

・ 特に製造業は、付加価値額と特価係数ともに高い水準。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    出典：経済センサス    
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（３）県際構造 

・ 移輸出が大きい産業：生産用機械、電気機械 

・ 移輸入が大きい産業：対事業所サービス、商業 

 

 

 

 

出典：H23 産業連関表（山梨県） 

 

 

（４）主要農産物生産額の推移 

・ 果実が約半数を占め、米・麦等、野菜などが多い。 
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（５）用途別木材生産量・人工林資源の推移 

・ 一般的な主伐期である 50年生以上の人工林が増加。 

・ 製材用途の生産量は減少傾向。 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）地場産品出荷額（生産額）の推移 

・ 織物、果実酒は緩やかに増加傾向。 

・ 貴金属は減少傾向。 
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（７）日本における職業別就業者シェアの変化 

・ 高スキル、低スキルの二極化が進展。 

 

        

 

 

 

 

 

 

出典：成長戦略実行計画案（内閣官房）   

 

（８）日本における職業別就業者シェアの変化 

・ 山梨県を含め全ての都道府県において、事務的職業の有効求人倍率は 1倍未満。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：地方制度調査会資料（総務省） 
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（９）山梨県の児童・生徒数の推移 

・ 少子化の進展を反映し、児童・生徒数は減少。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 誰もが活躍できる社会づくりと社会保障制度の改革 

（１）年齢別人口構成の推移（山梨県） 

・ 2040 年の推計人口は、1920 年代と同規模となるが、年齢構成が全く異なる。 

 

出典：社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口」から作成 
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（２）女性の就業率の推移 

・ 山梨県は全国平均を上回って推移している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：就業構造基本調査（総務省）   

（３）保育所等待機児童数及び保育所等利用率の推移（全国） 

・ 保育所の利用率は上昇傾向で、特に 3歳未満児の利用率が伸びている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：厚生労働省資料      
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（４）高齢者の男女、都道府県別有業率（2012 年、2017 年全国） 

・ 男女ともに長野県に次いで全国 2番目。 

 

 

出典：就業構造基本調査（総務省）     

（５）健康寿命 

・ 過去 3回の平均が、男女ともに全国 1位。 

 

 

 

 

 

平均寿命
2010年 2013年 2016年 左記の平均 2015年

山梨県 71.20年（5位） 72.52年(1位) 73.21年(1位) 72.31年(1位) 80.77年
全国 70.42年 71.19年 72.14年 80.85年
山梨県 74.47年（12位) 75.78年(1位) 76.22年(3位) 75.49年(1位) 87.01年
全国 73.62年 74.21年 74.79年 87.22年
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（６）人口 10 万対医療施設従事医師数 

・ 県全体では全国に近い水準となっているが、峡南や富士・東部で低い。 

 

出典：医師・歯科医師・薬剤師調査（H28）から作成       

 

 

４ 地球温暖化への対応と持続可能な開発目標（SDGs） 

（１）世界の地上気温の経年変化（年平均） 

・ 1900 年以降、上昇傾向が見られる。 

 

 

 

 

 

 

出典：IPCC 第 5 次評価報告書 
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（２）持続可能な開発目標（SDGs） 

・ 持続可能な開発目標（SDGs）で示された 17 のゴール。 

 

 

 

 

 

 

 

（３）発電量と電力使用量 

・ かつては、県内発電量が電力使用量を上回っていたが、現在は、電力使用量が上回っている。 

 

                    

 

 

出典：電力調査統計（資源エネルギー庁）     

（４）本県の再生可能エネルギー 

・ 水力発電の発電量の割合が高いが、太陽光発電についても増加傾向にある。 
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５ 安全な暮らしの確保 

（１）日本の年平均気温偏差 

・ 上昇傾向となっている。 

 

 

 

 

 

出典：H30 防災白書（内閣府） 

 

 

（２）1時間降水量 50mm 以上の年間発生回数 

・ 発生回数が増加傾向となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：H30 防災白書（内閣府）        
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（３）犯罪統計（山梨県） 

・ 刑法犯認知件数は、2012 年以降、減少している。 

・ 直近は重要犯罪検挙率が大幅に上昇している。 

 

                

 

 

 

 

 

 

 

（４）電話詐欺（特殊詐欺）の状況 

・ 2014 年以降被害額が減少していたが、2018 年は上昇。 
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６ 経済活動や暮らしを支える交通ネットワークの構築 

（１）リニア中央新幹線の開業による時間距離の短縮 

・ 東京圏、中京圏、関西圏ともに大幅な時間短縮が見込まれる。 

 

 

 

 

 

 

 

（２）高速道路・地域高規格道路概要（整備中・計画中のものを含む） 
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（３）道路延長の推移 

・ 過去 30 年間で、一般道は 10％程度、高速自動車国道は 30％程度増加している。 

           

 

 

 

 

 

 

 

（４）公共輸送人員の推移 

・ 減少傾向であったが、富士急行線については、近年増加している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：山梨県統計年鑑、業務要覧（国土交通省山梨運輸支局） 
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７ 人口減少抑止への挑戦と地方創生 

（１）全国の総人口・年齢３区分人口の推移 

・ 少子高齢化の進展により、老年人口が増加する一方で、年少人口は減少。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）東京圏・地方圏の転出入の状況 

・ 依然として東京一極集中が進行。 
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（３）自然増減数・社会増減数の推移（山梨県） 

・ 2001 年以降は転出数が転入数を上回る「社会減」の状態。 

・ 2004 年以降、死亡数が出生数を上回る「自然減」の状態。 

・ 現在は、自然減と社会減とが同時に進行。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）年齢階級別の人口移動の状況（山梨県） 

・ 20 歳代で大幅な転出超過。 
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８ 県民意識調査（H28 実施）の調査結果（抜粋） 

 

問 あなたは、山梨県に住んで、本県のどのような点がよいと思いますか。次の中から３つまで選んでく

ださい。（○は３つまで） 

 

（注）※図表（ ）内は前回（平成 24 年度）調査時の数値 

 

問 あなたは、山梨県のどのような点がよくないと思いますか。次の中から３つまで選んでください。

（○は３つまで） 

 

（注）※図表（ ）内は前回（平成 24 年度）調査時の数値 
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(61.3)

(1.1)

(0.3)

(0.8)

(2.7)

(4.7)

(4.4)

(6.5)

(9.5)

(9.0)

(19.5)

(27.0)

(35.1)

(0.5)

55.5

50.3

40.7

26.2

19.0

17.4

15.5

12.2

11.9

5.3

4.1

1.7

3.1

0.7

0% 20% 40% 60%

市街地に活気がない

魅力ある雇用の場が少ない

通勤・通学に不便

買い物に不便

文化や教育のレベルが低い

道路・公園・下水道の整備が遅れて…

福祉や医療が遅れている

好ましくない風習が残っている

行政の対応が遅い

物価が高い

人情味が薄い

自然災害が多い

その他

無回答

n=1,654

(1.0)

(2.6)

(1.6)

(4.6)

(5.8)

(16.3)

(12.9)

(20.4)

(20.1)

(19.8)

(20.9)

(34.0)

(53.3)

(56.9

)
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問 あなたにとって「豊かさ」とは何ですか。あなたのイメージに近いものを次の中から３つまで選んで

ください。（○は３つまで） 

 

（注）※図表（ ）内は前回（平成 24 年度）調査時の数値 

 

問 あなたが行政に対しもっとも力を入れてほしいと思う施策はどのようなことですか。次の中から３

つまで選んでください。（〇は３つまで） 

 

 

51.6

39.7

37.5

36.4

31.8

26.1

17.0

17.0

15.3

7.7

2.1

1.0

0.4

0% 20% 40% 60%

心身の健康

時間的なゆとり

快適な居住環境

収入や資産が多い

恵まれた人間関係

恵まれた自然

生活が便利

衣食の充実

働くよろこび

文化・学習機会の充実

社会奉仕（ボランティア）活動による…

その他

無回答

n=1,654

(0.4)

(0.7)

(2.0)

(6.4)

(21.9)

(15.1)

(11.4)

(28.6)

(34.0)

(33.3)

(39.4)

(55.5)

(37.6)

33.9

29.4

27.1

21.6

19.4

18.9

15.5

13.4

12.1

10.5

10.4

9.9

9.6

9.1

8.5

8.1

5.0

4.7

4.3

3.5

2.8

0.4

0% 20% 40%

バス・鉄道などの公共交通機関の充実と利便性の…

高齢者、障害者をはじめ誰もが安心して…

雇用の安定に向けた人材の育成や企業等の…

子育てしやすい環境づくりや、育児への支援

適切な医療が受けられる体制の充実や、…

商業の振興や商店街・市街地の活性化

地域産業の振興

地震、風水害、土砂災害などから生命や…

山梨の魅力をいかした観光の振興や、…

特色や活気のあるまちなみづくり

自然環境の保護や、美しい景観の形成

農業や農村の振興

学校教育の充実や、健全な青少年の育成

防犯や交通安全、感染症予防、消費者被害の…

人やものの交流を支える道路の整備

県内への移住・定住の促進

省エネ・再生可能エネルギーの推進など、…

健全な森づくりと、それを支える林業の振興

芸術文化・スポーツの振興や、生涯学習機会の支援

行財政改革や県政情報の発信など、効率的・…

その他

無回答

n=1,654
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問 あなたは、山梨県にこれからも住み続けたいと思いますか。次の中から１つだけ選んでください。

（○は１つ） 

  

（注）※図表（ ）内は前回（平成 24 年度）調査時の数値 

 

問 地域社会の活力維持のためには、人口の減少傾向に歯止めをかけ、山梨に住む人々の増加・定着を図

る必要があります。定住促進のために、あなたは今後どのようなことに力を入れてほしいと思います

か。次の中から３つまで選んでください。（○は３つまで） 

 

71.5

37.1

25.9

18.0

17.2

17.2

12.9

12.7

10.8

10.3

9.4

8.6

8.1

8.0

3.4

1.5

0.7

0% 20% 40% 60% 80%

働く場の確保

医療サービス・子育て支援・地域福祉の充実

山梨に住みながら近隣の都県に通勤・通学ができる
ような、…

女性が生き生きと暮らせる環境づくり

生活を支える身近なバス路線など、
日常の移動手段の利便性向上

農・林業の担い手の確保・育成

自然環境や景観の維持・形成

リニア中央新幹線を活用した新たなライフスタイルの
提案や、移住者の受入環境の整備

サテライトオフィス（情報通信機器を用いて山梨にい
ながら…

教育環境の充実

情報提供の充実（県内企業の就職情報、
移住に関する情報の提供など）

結婚活動（婚活）への支援

芸術文化・スポーツ・レクリエーションや娯楽・レジャー
の充実

防犯・防災対策の充実

外国人労働者の受け入れの推進

その他

無回答

n=1,654


